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	Droshaは、マイクロRNA（miRNA）プロセシングの初期段階を触媒する核RNase IIIとして同定されました。この酵素は、長い一次転写産物であるpri-miRNAをステムループ型のpre-miRNAへと処理します。Droshaの阻害は、pri-miRNAの増加とpre-miRNAの減少をもたらします。Droshaは、DGCR8などの他の構成要素とともに、マイクロプロセッサと呼ばれる多タンパク質複合体に存在します。Droshaは、DGCR8とともに、miRNAの生合成に不可欠です。リボヌクレアーゼIIIは、マイクロRNA（miRNA）生合成の初期段階に関与する二本鎖（ds）RNA特異的エンドリボヌクレアーゼです。一次miRNA転写産物（pri-miRNA）を処理して核内で前駆体miRNA（pre-miRNA）を放出するために必要なマイクロプロセッサ複合体の構成要素です。マイクロプロセッサ複合体内で、DROSHAはプリmiRNA（dsRNA-ssRNA接合部から11bp離れた処理中心）のステムループの3'鎖と5'鎖を切断し、ヘアピン型のpre-miRNAを放出します。pre-miRNAはその後、細胞質DICERによって切断され、成熟miRNAを生成します。pre-rRNAの処理にも関与しています。二本鎖RNAを切断しますが、一本鎖RNAは切断しません。GWボディの形成に関与しています。
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	293 細胞溶解物における Drosha 発現のウェスタン ブロット分析。

